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研究成果の概要（和文）：ヒトの第一次味覚野の場所を同定するために，拡散 MRIの取得を行い、

先行研究の脳磁場計測によって得られている頭頂弁蓋部と島皮質の移行部(human area G)から

視床味覚中継核（視床後内側腹側核小細胞部 VPMpc）さらに後者から鼓索神経の投射する弧束

核との繊維連絡を拡散 MR 画像から逆行性に追跡を行う．その結果、human area G から VPMpc

への投射は確認されたが、前頭弁蓋部から VPMpcへの投射は見られず、頭頂弁蓋部と島皮質の

移行部がヒトの第一次味覚野であることが裏付けられた。 

 

 
研究成果の概要（英文）：We investigated neural projection between candidates of the Primary 
gustatory area (PGA) and the thalamus. PGA should have efferent projection from the 
thalamus. Neural projection between the thalamus and the transition area between the 
parietal operculum and insula (area G), and the thalamus and the frontal operculum, or 
anterior insula were investigated using whole-brain diffusion tensor imaging (DTI) 
analysis. This technique found neural connection between the parietal op. and thalamus, 
but no connection between the frontal op and thalamus. 
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１．研究開始当初の背景 
申請者らの研究グループが独自に開発した
味覚刺激提示装置と脳磁場計測を用いて，味
覚誘発脳磁場計測を行った．その結果，ヒト
の第一次味覚野は頭頂弁蓋部と後部島皮質
の移行部に存在し、食塩水提示後，約 150ミ

リ秒で，また人工甘味料であるサッカリンを
提示後 250ミリ秒で皮質に最初の活動が観測
された．しかし 1999 年に PET(陽電子断層画
像法)，fMRI(機能的核磁気共鳴画像法)にか
かわる研究グループがヒトの味覚一次野は
前頭弁蓋部と前部島皮質近傍にある，と報告
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した．fMRIや PETは脳活動を反映した血流変
化の計測を行っているために脳波や脳磁場
のような時間分解能がないため，彼らはサル
の味覚第一次野が前頭弁蓋部に存在するの
を参考にし，偶然に賦活が見出された前頭弁
蓋部にヒトでも第一次味覚野があると類推
した．一方，我々は長時間持続刺激(従来の
fMRIや PETの実験に用いられている味覚刺激
方法)ではなく，味覚刺激を短時間のパルス
状にし，このパルス刺激を繰り返し与えるこ
とで，fMRIでも頭頂弁蓋部や後部島皮質の移
行部が活性化されることを 2005 年に見いだ
した．しかし第一次味覚野は最短潜時で味刺
激提示により賦活されることが必要条件で
はあるが、視床味覚中継の VPMpc と直接繊維
連絡の確認をして初めて十分条件が揃うと
いえる．現在，味覚における第一次味覚野の
場所は我々が主張する頭頂弁蓋部と島皮質
の移行部、もしくは fMRI や PET グループが
主張する前頭弁蓋部の二種類の場所が対立
している． 
 
２．研究の目的 
頭頂弁蓋部と島皮質の移行部と視床の VPMpc
への投射、もしくは前頭弁蓋部と VPMpcへの
投射の有無を拡散強調画像を用いることで
調べる。 
 
３．研究の方法 
我々のグループが行なっている脳磁場計測
による第一次味覚野(頭頂弁蓋部と島皮質の
移行部)の座標を一旦、標準脳の座標系に変
換し、本実験で取得した実験参加者の個人の
座標系へ再度変換を行う。その座標系と視床
の VPMpcとの領域の二箇所をつなぐ神経線維
の存在を調べる。また同様に fMRIや PETを
用いた計測結果から得られている前頭弁蓋
部における標準座標を調べ、それを同様に個
人の座標家に変換を行う。その得られた座標
と VPMpcの二箇所の領域をつなぐ神経線維の
存在を調べた。 
 
４．研究成果 
頭頂弁蓋部と島皮質の移行部とから視床に
対しては、神経連絡が確認された(図の上
段)。しかし一方で前頭弁蓋部から視床に対
する神経連絡は確認されなかった(図の下
段)。この結果は味覚の第一次味覚野が前頭
ではなく、頭頂に存在することを強く支持
する結果であった。 
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